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市
内
で
は
、
各
自
治
会
・
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
有
志
団
体
が
子
ど
も
の

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
か

ら
地
域
を
守
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
」
で
は
、
各
団
体
間
の
情
報

交
換
や
防
犯
研
修
会
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
み

な
さ
ん
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

活
動
中

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
に
登
録
を

子どもたちの安全を見守ってい
ます

研修会の様子

　

昨
年
10
月
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

と
総
合
支
所
に
青
色
回
転
灯
装
着

車
を
１
台
ず

つ
配
置
し
、

児
童
の
下
校

時
間
を
中
心

に
市
内
全
域

で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま

す
。 青

色
回
転
灯
装
着
車
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

　本市での犯罪発生件数は、減
少傾向にあります（右表参照）
が油断はできません。下に示し
た、“犯罪被害にあわないための
注意点”を参考に、『犯罪のない
まち』をめざして自分でできる
ことから実行しましょう。 

・ワンドアツーロックする。
・窓には補助錠を付ける。
・短時間の外出でも必
　ず鍵を掛ける。
・見慣れない人を見か
　けたら声をかける。

①泥棒対策

・ 短時間の駐車でもキーを抜き、ドアロック
をする。
・車内にバッグや上着
　を放置しない。
・スペアキーを車の外
　回りに隠さない。

③車上狙い・自動車盗対策

・バッグなどは車道と
　反対側に持つ。
・人通りが多く、明る
　い道を通る。
・自転車のかごには防
　犯ネットをかける。

②ひったくり対策

・動揺しない、あわてない。
・事実かどうか確認する。
・すぐにお金を振り込ま
　ない。
・「変だ」と思ったら
　警察に相談する。

④振り込め詐欺対策

犯罪内訳 平成18年 平成19年
侵入盗 １５９ １２４
車上狙い １４２ ９９
自動車盗 ５６ ３０
オートバイ盗 ２９ ２５
自転車盗 ２０２ ２０３

市内での犯罪発生件数（１～９月期）

犯罪被害にあわないために犯罪被害にあわないために犯罪被害にあわないために

〜
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜　

★
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉕
１
１
１
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本庄市では、交通事故の発生率が県下でも大変高くなっています。特に、市内在住者が当事者になる
事故が増えています。それぞれの立場での交通ルールをもう一度確認し、みんなの力で交通事故をな
くしましょう。

人口1,000人当たりの人身交通事故発生件数（平成19年９月末現在）

埼玉県　4.67件　　本庄市　6.15件（県内ワースト２位）

交通安全マナーを守って
交通事故多発！

交通安全交通安全

自転車のみなさん ドライバーのみなさん

保護者のみなさん 歩行者のみなさん

○お問い合わせは、まちづくり課☎㉕１１１８へ

原則は車道の
左側通行

歩道通行時は歩行
者優先で車道寄り
を徐行

子どもはヘル
メットを着用

交差点では
安全確認

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
！

速度を守って

子供はチャイルド
シート
大人は後部座席
でもシートベルト

ななめ横断はせずに、
横断歩道を渡る

夜間は明るい色
の服装や反射材
を着用する

止まっている
車の前後から
横断しない

子どもの手を
離さない
大人が手本を見せる

飛び出しの危険
を教える


